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【概要】 

近年、インターネットが広く普及し子どもた
ちがインターネットを容易に利用することがで
きる環境の中、インターネットを利用すること
でトラブルを起こしてしまう子どもたちがいる
一方で、インターネットを有効活用する子ども
たちもいる。インターネットを正しく有効活用
するために、子どもたちにはインターネットに
載っている情報の良し悪しや、発信する情報が

与える影響を、自ら考え判断していく能力が求
められるのだが、これまでの教育現場ではイン
ターネットの「影」の部分を強調し、その危険
を回避することを伝える指導が多く行われてき
ている。子どもたちが自ら考え判断していく能
力を身につけるには、「影」の部分だけではな
く、その利便性や活用事例など「光」の部分も
取り扱い教えていくことが必要である。 

インターネットの「影」の部分だけでなく「光」
の部分についても取り扱いながらインターネッ
トリテラシーを教えている先行実践事例として、
コミュニティサイトの運営や監視業務を手掛け
る株式会社ガイアックスと大学生とが連携して
開発・実践をしている「大学生が教えるネット
リテラシー講座」（以下、「ネットリテラシー
講座」）がある。これからの教育現場でもこう
した実践に沿った教育をしていく必要があると
考えるが、「ネットリテラシー講座」には小学
生向けの授業が存在しない。よって、小学生向
けの授業を新たに開発・実践し、子どもたちが
情報発信能力やインターネットを有効活用する
可能性を伸ばす教育をしていくための基礎とし
て、小学校におけるインターネットリテラシー
教育ではどのような授業を行うことが効果的な
のかを明らかにすることが研究の目的である。 

本研究では授業の開発にあたって、インター
ネットの「光」の部分を取り入れるだけでなく、
現実での情報の扱い方とインターネットでの情
報の扱い方を結びつけて教えたり、児童が興味
関心を持つために児童の間で流行しているもの
を題材として取り上げたりする工夫をした。 

研究の成果として、現実での情報の扱い方と
インターネットでの情報の扱い方を結びつけて
教えたり、児童の間で流行しているものを取り
入れたりする工夫については効果的であると明
らかになった。しかし今後の課題として、児童
にとって新鮮な活用事例を提示した上でインタ
ーネットの「光」の部分を取り扱うことが効果
的か明らかにすること、インターネットリテラ
シーにおける他の領域や児童の発達段階に応じ
てどのような授業を行うことが効果的かを今回
の研究の成果をふまえて明らかにすることが挙
げられた。 


